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＜連絡事項＞
・特記事項なし


＜業務改善＞
・朝の全体の申し送りは8：00～としその前に出勤したスタッフは情報収集に徹するようにして下さい。各ユニットの申し送りは朝食、与薬後に実施する。
・排泄のカウント漏れが多くA・Cユニットで便秘の患者様が散見されている事から深夜業務者が便秘者をまとめ日勤へ申し送りする事とします。
・入院時の私物管理について以前使用していた私物預かり表を再度使用する事とします。私物管理表の原本は本人保管、コピーしたものは電子カルテ上の添付ファイル内へ保管し退院時照らし合わせ確認する事で再度運用していきます。
　
＜入室状況＞
【入院】
・佐々木　淳様～東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

【転入】
・関　秀治様～西病棟Bユニット30号室➝東病棟Dユニット18号室
・和田　昌様～西病棟Bユニット21号室➝東病棟Bユニット3号室

【転出】
・下村　洋子様～東病棟Bユニット2号室➝南病棟Aユニット119号室
・冨田　幸生様～東病棟Bユニット3号室➝北病棟

【ユニット移動】
・泉川　ケイ子様～東病棟Aユニット16号室➝東病棟Bユニット2号室
・冨田　義明様～東病棟Aユニット8号室➝東病棟合併症室

【部屋移動】
・東病棟Aユニット10号室➝東病棟Aユニット16号室

＜患者様連絡事項＞
・冨田　義明様～ご飯→パンへ食事形態変更となる。

・阿部　聖子様～ご飯→粥へ変更となる。

・和田　昌様～右肩に指示のエビリファイ（300）筋注実施。

・関　秀治様～LAI明日入荷の為明日入荷後実施する事とします。

＜要注目患者様＞

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。ユニット内を走り回り、他室入室等の迷惑行為あり、早めに開放観察終了とする。不潔行為はなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。環境への不満言動、不機嫌さみられ、朝食摂取後の食器を床に投げつけ、お盆を折る等の粗暴行為あり。対面時は対応穏やか。8:30疼痛時ロキソプロフェン（60）1T内服、12:30レキソタン（5）1T内服する。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・白幡　一真様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。ホールにて静かにすごされ、自室への誘導も拒否無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜村上Dr診察＞
・中村　榮子様～主治医より南病棟へ移動可と指示あり。持参薬当院切替とし処方継続している。

＜新入院患者様情報＞
　日　　時：令和6年3月1日
　氏　　名：佐々木　淳（ささき　じゅん）様
　生年月日：昭和38年5月20日(60歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dｒ
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
　
　＜経過＞
　　当院3回の入院歴あり。H13.5.28入院後、精神療法・薬物療法・リハビリプログラム行い、治療への拒否はないが、自分の意思が通らないと暴言聞かれ、興奮・易怒的となり都度薬剤調整を行っていた。また、歩行状態の不安定さや突進・前傾歩行があり転倒することもあった。ADLは比較的保たれており、徐々に精神症状は落ち着いたため、見学を経てＲ2.9.26　ＧＨ「わくわくの郷」へ入居している。以後は定期的に外来通院していた。時々不穏、易怒性あり、都度薬剤調整行って
いたが、R6.2月より拒食や拒薬が目立つようになっていた。介入に対しても拒否や粗暴行為があり、外見上の体重減少も見られており、エンシュアを飲用するも下痢をしてしまっている。家族が面会に来た際も、粗暴行為が見られている状態。施設対応も困難となってきており、施設、家族ともに薬剤調整、身体管理含めた入院治療の希望あり。R6.3.1東病棟Aユニット8号室へ医療保護入院
となる。
